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	  原発依存から脱却し
　　　　　　　　再生可能エネルギーへの転換を


死者、行方不明者、関連死を含めて二万二一三一人が犠牲となった東日本大震災から八年が経ちました。
原発の再稼働
安倍政権下、政府は「第五次エネルギー基本計画」を策定し、再生可能エネルギーを「主力電源化」としながらも、原発を「重要なベースロード電源」と位置づけ、二〇三〇年の原発比率を二〇～二二％としています。現在九基が再稼働していますが、これを三〇基程度に増やす必要があります。経団連の中西会長も「原発の再稼働はどんどんやるべきだ」と発言し、安倍政権と電力業界の原発推進姿勢は変わっていません。
海外の評価は？
安倍政権は「成長戦略の柱」

として「原発輸出政策」をとってきました。日立・東芝・三菱重工などメーカーは政府と一体となり「原発輸出」を計画してきましたが、英国、ベトナム、リトアニア、米国、台湾、トルコと軒並み失敗しています。
　　福島の廃炉作業
　　福島第一原発２号基では二月十三日に燃料デブリの接触調査が行われました。「デブリ」とは溶け落ちた核燃料で、圧力容器の底や格納容器の底にたまっています。そのカケラをロボットアームが摘まみ上げている状況がテレビで放映されました。政府は二〇二一年にデブリの取り出しを開始し、二〇四一～五一年の間に廃炉を完了させるとしています。
　　スリーマイル島原発事故では全てのデブリを取り出すことはできず、一トンが残ったため、その後も冷却を続けています。デブリの完全撤去は難しいのです。
最終処分場は？
デブリの取り出しが上手くいったとしても最終処分場は決まっていません。
その一方で汚染水は増え続け、汚染水タンクは九六二基、百十二万トンに達しています。政府は基準値以下に薄めて海へ放出する案を示していますが、漁師の反対にあっています。
福島県内の除染で出た汚染土一四〇〇万㎥についても基準値以下のものを県内の公共事業に使う案を示したが「事実上の最終処分」だと住民の反発を受けています。
再生可能エネルギーへ
核燃料、石油、天然ガスは輸入に頼っています。太陽光、風力、水力、地熱等を利用する再生可能エネルギーは「国産」です。外国に依存しない安全なエネルギー源の確保は、大切な選択肢だと思います。
（大久保）


　二〇一八年十二月十三日、羽田空港にある日本航空の整備工場を十五名で見学しました。
　受付で入館カードをもらい、最初に案内されたのは「スカイ・ミュージアム」。ここでは歴代の客室乗務員の制服を観たり、操縦席に座りパイロットの気分を味わったり、パイロットの制服・制帽を借りて記念撮影をしたりしました。隣のグッズショップではＪＡＬのマーク入りのタオルやお菓子をお土産に買いました。

　次に「航空教室」で飛行機の飛ぶ仕組みや羽田空港の概要を学んだ後、いよいよ「格納庫」へ。
　「格納庫」はとても広く、天井までの高さは約四十メートルあり、この日は「政府専用機」であるジャンボジェット機、国際線用大型機、国内線用中型機が同時に整備中でした。目の前で見るジャンボ機の大きいこと。
　見学後、一旦解散した後、京急蒲田駅近くの「羽根つき餃子」で有名な「ニンハオ」で交流をしました。
　参加者からは
　Ｉさん
「私はいちょう会レクは初めて参加させていただきました。今回ＪＡＬ工場見学で始めにビデオで説明があり、コックピットに乗り、その後機体をまじかに見、整備状況等を見学致しました。今回企画していただいた方に感謝し
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ます。誠に有難うございます。」
　Ｍさん

「いちょう会の『レク』に初めて参加させていただきました。旅客機を真近で真下からながめることなんてそうそうないですよね。それも政府専用機の整備中の姿をです！機体のデカさ、エンジンのデカさに改めてビックリ驚きです。よくこんなデカいものが飛ぶもんだと感心します。貴重な体験をさせていただき本当にありがとうございました。」
二〇一九新春の集い
　　　　　　　一月十七日
　いちょう会と自治労県職労・自治労県職連合共催の「新春の集い」が県庁近くの「波止場会館」で開催され、いちょう会の会員は二五名が参加されました。
　まず主催者を代表して米倉委員長が挨拶し、来賓からは自治労県本部の蓼沼委員長、県労連の政金議長、神奈川県の中島副知事にご挨拶をいただき、いちょう会の大久保会長の「今年一年を、安倍政権の暴走を止め、官僚の劣化・企業の不正を正す年にしよう」との発声で乾杯に移りました。
　会場では、テーブルごとに顔なじみの人が集まったり、懐かしい人との再会を喜んだり、美味しい料理やデザートをつまみ、ビールやお酒をいただきながら歓談が続いていました。
　恒例の抽選会では当たらない人の方が少ないくらい多くの景品が用意され、いちょう会会長賞のギフト券は二人のいちょう会会員に当たりました。
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[映画から社会を見る⑦]
映画「幸せの経済学」はローカリズムの復権を願う
  今、問われる幸せとは何だろう？真の豊かさとは何か、を探る映画「幸せの経済学」（２０１０年）。映画の国籍は製作会社の国籍であるが、この映画の制作会社は日本を含む１０カ国にある。
経済研究者でありこの映画に監督・主演するヘレナ・ノーバーグ＝ホッジさんのドキュメンタリーである。映画全編にわたって映像とホッジさんのトーク、識者たちのコメントと著作が紹介される。
ホッジさんが３５年間通い続けているインド奥地の村ラダックの自然と人々の生活や村の変化、住民たちとの交流が描かれる。人々が幸せに豊かに暮らしていた村に、１９７０年頃大掛かりな自動車道の工事が始まった。グローバル化の波である。それから４０年。大気汚染、水質汚濁の環境問題、貧富の差の拡大…..。「グローバル経済の８つの不都合な真実」が映像と言葉で明らかにされていく。「グローバリゼーションは人を不幸にする」「同じく不安を生み出す」「自然資源を浪費する」「気候を激変させる」「生活を破綻させる」「対立を生む」などの章立てで説明は詳しい。対置する「解決策としてのローカリゼーション」の提唱が実に具体的だ。経済の規模を地域レベルに戻す、地域への再投資、労働実態などの見える化、分散型の再生可能エネルギー、人と人、人と自然のつながりを再構築するなどなど。例えば、市場での人と人との結びつきの回復などの実践が映像で示される。新作ではないが何回見ても教えられる秀作である。
　　　　　　（緑川芳樹）
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　　いちょう歌壇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　滝沢　章

うるはしき珊瑚の意思も偽るか『美しい国へ』をしるしし人は
ゆふやみの玻璃に写りし eq \o\ad(\s\up 11(ふね),遊覧船)を追ふ鏡開きの言の葉聞きつ
どや顔と質さる eq \o\ad(\s\up 11(ひと),大臣)の答弁に国家のゆがみ虚しく聴きぬ
「先生、どうにかなりませんか」十歳の清みし言の葉耳を離れず
遺伝子をメジャーに開く種子法廃止、くにの宝の組換へはじむ 
新聞を読みたる妻の独り言アベと呼び捨て「退陣たいぢん！」
土台から虚構ほつれし eq \o\ad(\s\up 11(とうけい),勤労統計)の平成の eq \o\ad(\s\up 11(しみ),汚点)とはに遺らむ
美ら海を沖に押し遣る権力の南沙諸島と似たるふるまひ
ベンジャミンの〈三つの嘘〉がぴたり合ふ過ぎし平成その統計も
ひとひらの〈天童よしみ〉の折り込みを点してつなぐ秋の夕暮れ
県本部退職者会総会
十二月六日
　自治労県本部退職者会総会が神奈川県地域労働文化会館で開催されました。
　この総会では役員改選が行われ、新会長に相馬正勝さん（横浜）、新事務局長に高久薫さん（相模原）が選出されました。いちょう会の永井さんは副会長に留任しました。
　いちょう会からは、七名が参加しました。
県本部女性連絡会総会
　　　　　　　　　一月二九日
　自治労県本部女性連絡会総会が開催され、「女性会員の拡大」「交流」「男女共同参画の推進」等の活動方針を決めました。
　役員としては、いちょう会の山崎さんは事務局次長に留任しました。
総会後のワークショップでは「石鹸のフローラルデコパージュ」作りに参加者全員で挑戦しました。
　いちょう会からの参加者は四名でした。
統一地方選等への取り組み
県本部退職者会幹事会
　　　　　　　　　　二月五日
　自治労県本部退職者会幹事会では、今年の統一自治体選挙と参議院選挙について、自治労組織内候補の当選を目指すことを確認しました。
　《自治労組織内候補》
◎統一自治体選挙
横浜市会・南区　　いとう純一
川崎市会・川崎区　飯塚正良
川崎市会・高津区　堀添　健
相模原市会・南区　金子ときお
横須賀市会　　　　角井　基
藤沢市会　　　　　大矢　徹
茅ヶ崎市会　　　　岸　正明

綾瀬市　　　　　　二見のぼる
葉山町会　　　　　中村和雄
◎参議院比例区
　　　　　　　　　岸　まきこ
退職予定者説明会
今年も二月十三日、十八日、二五日の三日間にわたって、地共済神奈川県支部による退職予定者説明会が開催され、併せて三二〇名が参加しました。
　いちょう会では、多くの退職者の方に入会していただこうと、自治労県職労と協力して、資料を配布したり、いちょう会の活動を報告したりしながら加入を呼びかけました。
政策制度要求実現院内集会
　　　　　　　　二月一四日
　第一九八通常国会に向けて日本退職者連合の政策制度要求実現集会が、参議院議員会館の大会議室で開催されました。
　人見会長は「安倍政権はウソばかりついている。社会正義を目指そう」と挨拶しました。

　集会では「年金制度の維持・改善」「地域包括ケアシステムの確立」など、一〇分野、二六項目の要求を確認しました。
　いちょう会からは三名が参加しました。

行事予定
〇神奈川中央メーデー
　臨港パーク
　四月二七日

〇憲法集会
　有明防災公園
　五月　三日
○いちょう会総会
　波止場会館

　五月三〇日

　訃　報
　ご冥福をお祈りいたします
　　　露木　孝　さん
　　　酒井　幸　さん
　　　牛島　秀保　さん
    　　まぢかに見た「ジャンボ機」


　　　　　羽田空港のＪＡＬ整備工場を見学








